
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
や
は
り

家
光
の
側
室
・
お
夏
の
方
は
、
御お

す
え末
と
呼

ば
れ
る
最
下
級
の
女
中
。
御
湯
殿
で
家
光

の
身
体
を
洗
っ
て
い
る
最
中
に
お
手
が
つ

き
、
側
室
と
な
り
綱つ

な
し
げ重
を
生
ん
だ
。
そ
の

綱
重
の
子
が
六
代
将
軍
家
宣
で
あ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
「
御
湯
殿
の
子
」
と
は
不
名

誉
な
呼
称
で
あ
る
。
以
後
、
将
軍
が
大
奥

で
入
浴
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
た
。
や
は

り
不
祥
事
と
解
釈
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
将
軍
生
母
と
な
っ
た
側
室
は
九
名
。
正

室
は
一
名
。
将
軍
の
子
を
生
む
に
は
、

並
々
な
ら
ぬ
強
運
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

　
三
代
将
軍
家
光
以
降
、
御
台
所
を
宮
家

や
公
卿
か
ら
迎
え
る
よ
う
に
な
る
。
京
で

育
っ
た
姫
君
に
と
っ
て
、
東あ

ず
ま
く
だ下

り
と
も
言

え
る
不
本
意
な
輿
入
れ
だ
っ
た
ろ
う
。

　
そ
れ
で
も
御
台
所
は
、
大
奥
の
女
性
た

ち
の
中
で
は
別
格
だ
。
ま
ず
、
労
働
を
し

な
く
て
良
い
。
二
十
四
時
間
、
人
に
か
し

ず
か
れ
、
一
日
五
回
に
も
上
る
お
召
し
替

え
は
難
儀
で
も
、
好
き
な
学
問
を
し
た

り
、
自
由
時
間
に
は
奥
女
中
た
ち
を
相
手

に
扇
遊
び
や
百
人
一
首
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
れ
ば
良
か
っ
た
。

　
最
も
差
が
つ
い
た
の
は
、
将
軍
と
の
床

入
り
だ
。
将
軍
の
相
方
が
側
室
の
場
合

は
、
髪
の
中
ま
で
調
べ
ら
れ
、
四
人
も
の

御
添
い
寝
役
に
監
視
さ
れ
な
が
ら
交
わ
っ

た
。
そ
れ
が
、
御
台
所
が
将
軍
と
同ど

う
き
ん衾
す

る
際
は
、
ふ
た
り
き
り
で
し
っ
ぽ
り
や
れ

た
の
で
あ
る
。
側
室
同
士
で
は
、
懐
妊
し

た
者
を
突
き
飛
ば
し
た
り
裾
を
踏
ん
で
転
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午後

午前

真
夜
中

真
昼御中臈らとともに将軍に

挨拶。一日のうちで最も
豪華な衣裳を着る。

昼四ツ(午前10時)
朝の総触れ

髪を結わせつつ朝食後着
替え。化粧仕上の鉄漿付・
紅挿・眉引は自分でする。

朝五ツ(午前8時)
朝食・準備

将軍と一緒の時は鯛の刺
身・焼き魚などの魚料理
を用意。酒も供した。

七ツ半(午後5時)
夕食

将軍と御寝の際は「蔦の
間」に迎えくつろいでから
寝装束に着替えて床入り。

宵五ツ(午後8時)
将軍の奥入り

起床後にうがいを済ませ
入浴。その後「お化粧の
間」で化粧をする。

明け六ツ(午前6時)
起床

将軍が大奥にやってくる。
一緒におやつをいただい
たり、雑談を楽しむ。

昼八ツ(午後2時)
自由時間

暮
れ
六
ツ（
酉
ノ
刻
）

七
ツ
半

七
ツ
半

夕
七
ツ（
申
ノ
刻
）

暁
七
ツ（
寅
ノ
刻
）

八ツ半

八ツ半

昼八ツ（未ノ刻）

夜八ツ（丑ノ刻）

九ツ半

九ツ半

昼九ツ（午ノ刻） 夜九ツ（子ノ刻）

四ツ半

四ツ半

昼四
ツ（
巳ノ
刻）
五ツ半 朝
五
ツ（
辰
ノ
刻
）

六
ツ
半

明
け
六
ツ（
卯
ノ
刻
）

夜四
ツ（
亥ノ
刻）

五ツ半

宵
五
ツ（
戌
ノ
刻
）

六
ツ
半

大
奥
の
主・御
台
所
の

暮
ら
し
ぶ
り


